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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期 566,209 － 14,835 － 16,444 △5.0 9,947 △3.5
2022年２月期 577,568 3.7 15,562 △12.3 17,306 △11.3 10,304 △20.5

（注）包括利益 2023年２月期 11,532百万円 （14.7％） 2022年２月期 10,056百万円（△36.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年２月期 177.47 － 5.9 6.3 2.6
2022年２月期 182.47 － 6.4 6.8 2.7

（参考）持分法投資損益 2023年２月期 46百万円 2022年２月期 69百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年２月期 266,155 171,686 64.5 3,066.86
2022年２月期 258,025 163,995 63.5 2,910.41

（参考）自己資本 2023年２月期 171,686百万円 2022年２月期 163,911百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年２月期 16,989 △7,768 △2,801 72,594
2022年２月期 14,215 △4,385 △7,422 66,175

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

　2022年２月期 － 27.00 － 30.00 57.00 3,214 31.2 2.0
　2023年２月期 － 28.00 － 30.00 58.00 3,247 32.7 1.9
　2024年２月期（予想） － 29.00 － 29.00 58.00 32.6

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 290,000 3.1 7,200 △2.8 7,800 △5.5 5,200 △5.8 92.89

通期 582,000 2.8 14,800 △0.2 16,200 △1.5 9,950 0.0 177.74

１．2023年２月期の連結業績（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用して
おり、2023年２月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。比較対象
となる会計処理方法が異なるため、売上高及び営業利益の対前期増減率は記載しておりませんが、経常利益及び
親会社株主に帰属する当期純利益は当該会計基準適用による影響が軽微であるため、対前期増減率を記載してお
ります。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用して
おり、2023年２月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期 57,649,868株 2022年２月期 57,649,868株

②  期末自己株式数 2023年２月期 1,668,699株 2022年２月期 1,330,903株

③  期中平均株式数 2023年２月期 56,052,540株 2022年２月期 56,472,836株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年２月期 8,760 6.5 2,984 8.5 3,765 6.8 3,760 29.3
2022年２月期 8,229 7.0 2,751 17.7 3,525 16.3 2,907 △2.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2023年２月期 67.08 －
2022年２月期 51.48 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年２月期 100,840 65,018 64.5 1,161.40
2022年２月期 102,372 65,530 64.0 1,163.52

（参考）自己資本 2023年２月期 65,018百万円 2022年２月期 65,530百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 4,352 △0.7 1,197 △20.1 1,466 △19.6 1,461 △19.8 26.11

通期 8,700 △0.7 2,460 △17.6 2,860 △24.0 2,850 △24.2 50.91

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：有
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2023年２月期の個別業績（2022年３月１日～2023年２月28日）

（２）個別財政状態

２．2024年２月期の個別業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

※  決算短信は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　　　なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ

「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。

　　（決算補足説明資料及び決算説明会資料の入手方法）

　　　決算補足説明資料につきましては、2023年４月14日（金）に当社ホームページに掲載いたします。

　　　当社は、Web会議形式でのアナリスト向け決算説明会を2023年４月17日（月）に開催する予定です。当日使用する

決算説明会資料につきましては、同日に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2022年３月１日から2023年２月28日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関

する行動制限の緩和により、人流の回復及び経済活動の正常化に向けた動きが見られた一方、ウクライナ情勢の長

期化などに伴う原材料・エネルギー価格の高騰、企業物価及び消費者物価の大幅な上昇が景気の下押し圧力になる

など、不安定な状況のまま推移いたしました。

当社グループの主力事業である食品スーパーマーケット業界におきましても、長引く物価上昇等によりお客様の

節約志向や買い控えの傾向が一段と強まっているほか、電気料金などのエネルギーコストの大幅な増加や、建築資

材並びに包装資材等の価格が上昇した影響を受けており、経営環境としては極めて厳しい状況が続いてまいりまし

た。

このような事業環境の下、当社グループは、物価高騰による顧客ニーズの変容やコスト上昇などに対応するため

の様々な施策を推進してまいりました。

営業面につきましては、お客様の生活防衛意識の高まりやそれに伴うニーズの多様化に対応するため、当社グル

ープのプライベートブランド商品（以下、PB商品）と位置付けている「CGC商品」の販売強化や、コーヒー、米菓、

ドレッシングなどのカテゴリーマネジメントによる商品構成の見直しを進めてまいりました。また、2022年11月に

はアークス設立20周年記念事業として、「20周年記念・事業会社オリジナル弁当の販売」や「RARAカード会員様へ

の総額1,000万ポイント還元キャンペーン」、「20周年記念アイテムの拡販」など特別企画を実施いたしました。新

日本スーパーマーケット同盟（※１）においては、共同販促や同盟限定オリジナル商品の開発、間接資材の共同調

達などを進め、他社との差別化やコスト削減に取り組んでおり、特に同盟各社の地域性を活かしたご当地オリジナ

ル商品の販売については、それぞれの地域で好評をいただいております。そのほか、モーダルシフト（※２）や㈱

ラルズ・㈱東光ストアの共同配送センターにおける稼働率改善の取り組みなど、物流改革による効率化も推し進め

てまいりました。

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進につきましては、DX推進委員会を軸に新基幹システムの更なる

利活用を進め、グループ全体で在庫水準の適正化や値引・廃棄ロスの改善、販売価格・仕入れ価格の共有化等に取

り組み、システムマインドを強化・徹底してまいりました。また、デジタルサイネージについて㈱ラルズ及び㈱道

南ラルズにおいて導入を図り、産地と連携した独自コンテンツの作成・配信を実施してまいりました。

販売費及び一般管理費（以下、販管費）につきましては、エネルギー価格の高騰に対応するため、エネルギー監

視システムの活用や照明・冷設機器等の運用ルールを見直ししたほか、省エネ性能の高い調光機能付きLED照明への

切り替えや冷凍ケースのリーチイン化など、電気使用量及びCO2排出量の削減に資する設備投資を当初計画よりも前

倒しで行ってまいりました。

キャッシュレス決済の取り組みにつきましては、2022年６月における各種QRコード決済の導入以降、QRコード決

済事業者や自治体との連携に加えマイナポイント事業への積極的な参画等により、キャッシュレス決済比率は2023

年２月末日時点において43.3％（対前年同月比+5.4％）で推移しております。また、アークスアプリの機能向上を

図り、アークスRARAカード（※３）について、従来のプリペイドカードに加えクレジットカードもアプリ上で決済

可能な機能を実装いたしました。今後は、アークスアプリを活用したデジタルマーケティングの取り組みを強化

し、お客様の更なる利便性の向上に努めてまいります。

㈱ラルズが運営する「アークス オンラインショップ」につきましても、取り扱い拠点を従前の１店舗から４店舗

へ増強し、対象世帯数は当初の22万世帯から2023年２月末日時点で129万世帯、配送地域も当初の札幌市の一部及び

石狩市の一部から札幌市全域を含めた７市３町へと広がっております。また、ご当地グルメや銘店のこだわり商品

などの取り扱いを拡充したほか、介護施設や幼稚園・保育所等の法人取引の更なる拡大に取り組み、会員数及び受

注件数を伸長してまいりました。今後も㈱ラルズにおける配送地域の拡大を予定しているほか、グループ各社への

横展開の準備も進めております。

店舗展開につきましては、新規出店として、2022年９月に北海道函館市に「スーパーアークス千代台店」（㈱道

南ラルズ）及び岩手県北上市に「ユニバース北上花園町店」（㈱ユニバース）を開店いたしました。また、既存店

の活性化として、当第４四半期連結会計期間（2022年12月１日から2023年２月28日）に４店舗の改装を行い、うち

２店舗は「スーパーアークス」へ業態変更いたしました。一方、「スーパーアークス千代台店」の開店に伴い、

2022年８月に近隣の「ラルズマート日乃出店」（㈱道南ラルズ）を閉店するなど、計４店舗を閉店いたしました。

通期累計では、新規出店が２店舗、改装22店舗（うち業態変更８店舗）、閉店が４店舗となり、当連結会計年度末

における当社グループの総店舗数は373店舗となりました。（詳細は５ページの一覧表をご参照ください）

サステナビリティ活動につきましては、2022年６月にサステナビリティ推進室を新設し専任者を配置するととも

に、「サステナビリティに関する重点課題（マテリアリティ）」に基づき、グループ全社において「サステナビリ

ティアクションプラン」を策定し、同プランの実効性を高めるべくKPIの設定に取り組んでおります。具体的な取り

組みとして、㈱ラルズにおいて環境省の「環境月間」に連動してリサイクル活動やマイバッグ持参運動の啓発に取

り組んだほか、「てまえどり運動」（※４）も推進してまいりました。また、㈱ユニバースにおいては同社のプロ
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セスセンター等から発生した食品残渣を堆肥として利用したエコ商品の取り扱いを拡充し、従来の「エコごぼう」

に加えて「エコにんじん」「エコながいも」をラインナップに追加する取り組みを実施いたしました。そのほか、

アークスグループ共通の食品ロス削減策として、前述の「てまえどり運動」や「フードドライブ」（※５）の実

施、災害時に物資供給や避難場所提供等を行う連携協定を43の自治体と締結するなどの取り組みを進めておりま

す。また、気候変動問題への取り組みとして、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言への対応を進め

るためタスクチームを立ち上げ、2023年４月３日に「TCFD提言に基づく情報開示」として気候変動関連リスク及び

機会に関する「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目標」の各項目について対外公表いたしました。そ

のほか、継続的な女性活躍促進の取り組みの中で、㈱アークスが女性活躍推進の優良企業として厚生労働大臣認定

の「えるぼし」（※６）の３つ星を取得いたしました。

以上の結果、当連結会計年度（2022年３月１日から2023年２月28日）における売上高は対前期比1.7％増の5,662

億９百万円となりました。既存店売上高は対前期比1.0％の増加となり、物価高騰による来店頻度の落ち込みなどに

より既存店客数が対前期比で1.6％減少した一方で、既存店客単価が同2.7％の上昇となりました。なお、既存店客

単価の内訳は、販売価格上昇の影響が色濃く反映され、１点単価が対前期比4.0％の上昇となった一方、１人当たり

買い上げ点数は同1.3％の減少となりました。売上総利益率は25.0％と前年同期を若干上回る水準を確保した一方、

売上高販管費率は電気料金をはじめとする水道光熱費の大幅な増加を主因に対前期比0.5ポイント上昇の22.4％とな

り、営業利益は148億35百万円（対前期比6.9％減）、経常利益は164億44百万円（対前期比5.0％減）、親会社株主に

帰属する当期純利益は99億47百万円（対前期比3.5％減）となりました。（※７）（※８）

（※１）「新日本スーパーマーケット同盟」とは、㈱バローホールディングス（本社：岐阜県）、㈱リテールパー

トナーズ（本社：山口県）、当社の３社により、2018年12月に資本業務提携契約を締結した地域密着型の

独立系食品流通企業の連合体であります。

（※２）「モーダルシフト」とは、トラックなどの自動車で行われている貨物輸送を鉄道や船舶の利用へ転換する

ことをいいます。輸送効率の向上のほか、CO2排出量の削減、ドライバー不足への対応策として期待を集め

ています。

（※３）「アークスRARAカード」は、現金払い専用の「RARAカード」（現在は現金・プリカ一体のカードとして発

行しております）、プリペイドカードの「RARAプリカ」、ハウスクレジットの「RARAクレジット」、提携

クレジットカードの「RARAJCBカード」「RARAカードPLUS+」「RARAカードVISA（2023年４月１日より発行

開始）」で構成されており、アークスグループ各店（㈱オータニを除く）とポイント提携加盟店で利用で

きるカードになります。

（※４）「てまえどり運動」とは、お客様に商品棚の手前にある商品を優先して選んでいただくことを推奨する運

動で、環境省が、消費者庁、農林水産省、一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会等と連携して呼

びかけの促進を行っております。

（※５）「フードドライブ」とは、家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバンク等

の生活困窮者支援団体、子ども食堂、福祉施設等に寄付する活動のことです。

（※６）「えるぼし」とは、女性の活躍推進に関する取り組みの実施状況が優良であるなどの一定の要件を満たし

た場合に厚生労働大臣が認定するものになります。５つの認定基準があり、３つ星を取得するには全ての

基準を満たす必要があります。

（※７）「収益認識に関する会計基準」等の影響

       当社は、「収益認識に関する会計基準（企業会計基準第29号　2020年３月31日）」等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、2023年２月期通期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した

後の数値となっております。対前期比の各増減率については、2022年２月期通期に当該会計基準等を適用

したと仮定して算定した場合の数値を記載しております。
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項目 売上高
売上

総利益

販売費及び

一般管理費
営業利益

営業外

収益
経常利益

【2022年２月期　通期】

収益認識会計基準　適用前 577,568 143,781 128,218 15,562 1,970 17,306

代理人取引（売上仕入テナント等） △14,170 △218 △218 - - -

自社カードポイント △7,233 △7,233 △7,233 - - -

カードポイント収入 372 1,214 842 372 △372 -

収益認識会計基準　組替合計 △21,032 △6,237 △6,609 372 △372 -

収益認識会計基準　適用後（注１） 556,536 137,544 121,608 15,935 1,598 17,306

【2023年２月期　通期】

収益認識会計基準　適用後 566,209 141,800 126,965 14,835 1,843 16,444

（対前年同期比増減額） (9,673) (4,256) (5,356) (△1,100) (245) (△861)

（対前年同期比増減率） (1.7%) (3.1%) (4.4%) (△6.9%) (15.4%) (△5.0%)

（※８）定性的情報に記載の対前期比は「収益認識に関する会計基準」適用後の数値になります。

連結経営成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

（注１）2022年２月期　通期に当該会計基準等を適用したものと仮定して算定した数値であります。
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概要 店舗名称 所在地 実施時期 運営会社

新規出店 スーパーアークス千代台店 北海道函館市 2022年9月 ㈱道南ラルズ

（2店舗） ユニバース北上花園町店 岩手県北上市 2022年9月 ㈱ユニバース

改装 東光ストア行啓通店 札幌市 2022年3月 ㈱東光ストア

（22店舗） ジョイス宮古千徳店 岩手県宮古市 2022年5月 ㈱ベルジョイス

フクハラ大樹店 北海道広尾郡 2022年5月 ㈱福原

ラルズマート伏古店 札幌市 2022年6月 ㈱ラルズ

スーパーアークス菊水店 札幌市 2022年7月 ㈱ラルズ

ユニバース上北町店 青森県上北郡 2022年7月 ㈱ユニバース

TSUTAYAあいの里店 札幌市 2022年8月 ㈱東光ストア

スーパーアークス中島店 北海道室蘭市 2022年9月 ㈱ラルズ

フクハラ桂木店 北海道釧路郡 2022年9月 ㈱福原

東光ストア西線６条店 札幌市 2022年9月 ㈱東光ストア

スーパーアークス北24条店 札幌市 2022年10月 ㈱ラルズ

スーパーアークスウェスタン北彩都 北海道旭川市 2022年10月 ㈱道北アークス

ラルズマート石山店 札幌市 2023年1月 ㈱ラルズ

ラルズマート当別駅前店 北海道石狩郡 2023年2月 ㈱ラルズ

うち業態変更 スーパーアークス北上店 岩手県北上市 2022年7月 ㈱ベルジョイス

（8店舗） スーパーアークス永山中央 北海道旭川市 2022年7月 ㈱道北アークス

スーパーアークス平岸店 札幌市 2022年9月 ㈱ラルズ

スーパーアークス六合 北海道旭川市 2022年9月 ㈱道北アークス

スーパーアークス神居東 北海道旭川市 2022年10月 ㈱道北アークス

スーパーアークス末広東 北海道旭川市 2022年11月 ㈱道北アークス

スーパーアークス美園店 札幌市 2023年2月 ㈱ラルズ

スーパーアークス金ヶ崎店 岩手県胆沢郡 2023年2月 ㈱ベルジョイス

閉店 ラルズマート日乃出店 北海道函館市 2022年8月 ㈱道南ラルズ

（4店舗） ファル上田店 岩手県盛岡市 2022年9月 ㈱ユニバース

ジョイス北上川岸店 岩手県北上市 2023年1月 ㈱ベルジョイス

ディナーベル新道西店 札幌市 2023年2月 ㈱東光ストア

   当連結会計年度に実施した新規出店等は以下のとおりであります。
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2019年２月期 2020年２月期 2021年２月期 2022年２月期 2023年２月期

自己資本比率（％） 65.0 62.2 62.7 63.5 64.5

時価ベースの

自己資本比率（％）
65.7 42.0 49.4 47.5 45.6

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
1.2 1.4 0.8 1.8 1.5

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
112.2 111.4 203.5 92.1 121.4

(2) 当期の財政状態の概況

（資産）

  当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して、81億30百万円増加し、2,661億55百万円となり

ました。この主な要因は、現金及び預金が63億56百万円、売掛金が14億63百万円、及び棚卸資産が13億62百万円増

加した一方で、ソフトウエアが15億80百万円、繰延税金資産が10億93百万円減少したことなどによるものです。

（負債）

　当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して、４億39百万円増加し、944億69百万円となりま

した。この主な要因は、未払費用が21億60百万円、契約負債が36億12百万円、長期借入金が32億67百万円、及び資

産除去債務が13億33百万円増加した一方で、買掛金が10億52百万円、未払金が11億35百万円、ポイント引当金が34

億48百万円、及び退職給付に係る負債が33億20百万円減少したことなどによるものです。

（純資産）

  当連結会計年度末の純資産合計は、前連結会計年度末と比較して、76億91百万円増加し、1,716億86百万円とな

りました。この主な要因は、利益剰余金が68億68百万円、及び退職給付に係る調整累計額が18億55百万円増加した

一方で、自己株式が６億81百万円増加したことなどによるものです。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末より1.0ポイント上昇し64.5％となりました。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

  当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます。）の残高は、前連結会計年度末と

比較して64億18百万円増加し、725億94百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、169億89百万円（対前期比19.5％増）となりました。これは主に、税金等調整

前当期純利益154億95百万円、減価償却費87億29百万円、退職給付に係る負債の減少額16億13百万円、ポイント引

当金の減少額34億48百万円、契約負債の増加額36億12百万円、及び法人税等の支払額36億52百万円などによるもの

です。また、得られた資金が増加した要因は、法人税等の支払額が減少したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、77億68百万円（対前期比77.1％増）となりました。これは主に、新規出店や店

舗改装等に伴う有形固定資産の取得による支出69億34百万円、システム関連投資に伴う無形固定資産の取得による

支出８億18百万円などによるものです。また、使用した資金が増加した要因は、新規出店や店舗改装等に伴う有形

固定資産の取得による支出が増加したことに加えて前連結会計年度において㈱オータニのグループ入りに伴う子会

社株式の取得による収入及び保険積立金の解約による収入が発生したことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は、28億１百万円（対前期比62.3％減）となりました。これは主に、長期借入れに

よる収入94億50百万円、長期借入金の返済による支出67億91百万円、及び配当金の支払額32億59百万円などによる

ものです。また、使用した資金が減少した要因は、長期借入れによる収入が増加したことなどによるものです。

 (参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。
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（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。

(4) 今後の見通し
今後のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響はある程度緩和していくことが予想されるものの、地政

学リスクに起因する継続的な物価上昇に加え、金融政策の動向などによる世界的な景気の不透明感が高まってお

り、お客様の生活防衛意識が一層高まることが想定されます。加えて、仕入価格の断続的な上昇や電気料金等をは

じめとする一段のコスト増加など、前期にも増して厳しい経営環境が続くことが見込まれます。

このような状況のもと、当社グループは「価値変容の時 インフレに挑戦 新価格体系の移行で幸福な生活を創出

す。」を年頭方針として掲げ、地域のライフラインとしてお客様の豊かな暮らしに貢献するとともに、地球環境へ

の責任を果たすための事業活動にも尽力してまいります。

営業面につきましては、変容するお客様のニーズにお応えするため、㈱シジシージャパンと連携し、国内外の優

良生産者からの原料調達まで踏み込んだアプローチや、パレット配送の活用などによるトラック積載率の改善、容

器・包装資材の見直し、科学的根拠に基づいた検査実施による賞味期限の延長など、同社が５つのコアとしている

「環境」「安心安全」「おいしさ」「健康」「料理応援」を体現した商品の共同開発及びCGC商品の更なる販売強

化に取り組んでまいります。また、㈱ラルズでは中規模農家と店舗を結ぶ「やさいバス」（※９）の新規導入によ

り旬の青果物の仕入経路を拡大し、従来以上に少量ロット商品の取り扱いを拡充してまいります。新日本スーパー

マーケット同盟においては、結成以来の市場環境の変化を踏まえ、より現状の経営課題に資する取り組みとなるよ

う、既存の４分科会を、「マネジメント分科会」「サステナビリティ分科会」の新設を含め５つの分科会に再編

（※10）し、取り組みを強化してまいります。

デジタルトランスフォーメーション（DX）につきましては、「八ヶ岳連峰経営」の深化を図りつつ、新基幹シス

テムの利活用の次元を一段階上げてまいります。具体的には、これまでの取り組みに加え、お客様の購買情報(ID-

POS)を含む各種データの収集・分析によるマーケティング強化により、際物商品や新商品など商品構成の横展開を

図り、グループ各社の更なるシナジーを追求してまいります。また、出張申請等ワークフローの電子化など、後方

業務の効率化によるコスト削減も引き続き進めてまいります。デジタルマーケティングにつきましても、自社アプ

リの機能拡充とRARAカード会員購買情報との連携により、お客様の利便性と利得性の両面から、顧客満足度の向上

を目指してまいります。

高騰が続く電気料金への対応につきましては、電気使用量の更なる削減のため、省エネ性能の高い機器への入れ

替えを継続してまいります。また、新型コロナウイルス感染症の影響によりこれまで抑制していた対面での人材教

育研修を順次再開し、人的資本への投資を充実してまいります。

サステナビリティに関する活動につきましては、2022年度に策定したグループ各社の「アクションプラン」に基

づいたKPIの設定を進め、具体的な取り組みを加速してまいります。また、2023年４月３日付で公表しましたTCFD

の枠組みに基づく開示を含め、サステナビリティに資する活動全般について、統合報告書等により積極的な開示を

進めてまいります。

以上により、次期の当社グループの連結業績予想は、売上高5,820億円（対前期比102.8％）、営業利益148億円

（対前期比99.8％）、経常利益162億円（対前期比98.5％）、親会社株主に帰属する当期純利益99億50百万円（対前

期比100.0％）を見込んでおります。

（※９）やさいバス㈱が提供する農産物の作り手と使い手をつなぐ流通プラットフォームです。配送エリア内に複

数の野菜の集荷場を設け、その拠点を冷蔵トラックが巡回し、農家は最寄りの拠点へ生産した野菜を持ち

込み、小売店など利用者が最寄りの拠点まで出向いて野菜を受け取るシステムです。小売店においては従

来の流通システムでは取り扱いが難しかった少量ロット製品の仕入れが可能となることや、品質や鮮度の

確保が期待できます。

（※10）既存の４分科会「商品分科会」「運営分科会」「間接部門分科会」「次世代領域開発分科会」を再編し、「マ

ネジメント分科会（新設）」「商品分科会（基本継続）」「業務改革分科会（運営分科会と間接部門分科会を

統合）」「サステナビリティ分科会（新設）」「次世代領域開発分科会（基本継続）」の５分科会としました。
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(5) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要政策のひとつと位置付け、営業基盤の拡充と企業

体質の強化を図りながら、１株当たり利益の増加と積極的な成果の配分を行うことを基本方針としております。

剰余金の配当につきましては、連結当期純利益に対して30％以上の配当性向を目指しており、業績向上による一

層の利益還元を実施してまいります。

この基本方針に基づき、当期は１株当たり28円を第２四半期末の配当金として支払わせていただきました。最近

の業績及び財務状況等を踏まえ、１株当たりの期末配当金について検討した結果、2023年４月14日付の「剰余金の

配当（増配）に関するお知らせ」にて公表したとおり、１株当たり１円増額し30円とさせていただきたいと存じま

す。これに伴い、予想年間配当金は１株当たり58円となり、前期実績より１円の増額となる予定です。

また、当社グループの財務状況や株価水準等を総合的に勘案した結果、2023年４月14日に公表いたしました通

り、200万株を上限とする自己株式の市場買い付けを実施することといたしました。次期以降も業績向上と資本効

率の改善を通じ、外部環境を考慮のうえ増配や自己株式取得等を織り交ぜながら、株主の皆様への利益還元の強化

を図り、総還元性向の向上に努めてまいります。

なお、次期の１株当たり配当金は、第２四半期末の配当金29円、期末配当金29円、年間配当金58円とさせていた

だく予定であります。

内部留保資金につきましては、今後予想される業界の競争激化に対応するため、新規出店や既存店のリニューア

ルなどの設備投資や人材開発のための教育投資に充当するとともに、技術革新を含めた変化著しい経営環境や、お

客様のニーズに速やかに対応するため、情報システム関連の投資も強化していくことで、中長期的な経営基盤の強

化に努め、株主の皆様のご期待に応えてまいりたいと存じます。

２．企業集団の状況

  当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社アークス）、子会社17社及び関連会社３社の計21社

で構成されており、スーパーマーケット事業を主な事業としております。

  当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

(1）小売事業（会社総数17社）
㈱ラルズ、㈱ユニバース、㈱ベルジョイス、㈱福原、㈱道北アークス、㈱東光ストア、㈱道南ラルズ、㈱道東ア

ークス、㈱伊藤チェーン、㈱オータニは食料品を中心としたスーパーマーケット、㈱エルディは住居関連商品など

を販売するホームセンター、㈱サンドラッグエースは医薬品等の小売、㈲ふっくら工房はパンの製造販売、㈱ハピ

ネス・デリカは惣菜類等の製造及び販売、㈱梶尾フラワーは生花・植木の生産及び販売、㈱ナイス．フーズは水産

品の販売、㈱オータニ農場は農作物の生産販売を行っております。

(2）その他の事業
① 観光事業（会社総数１社）

㈱エルディは旅行代理店業務を行っております。

② ビルメンテナンス事業（会社総数１社）

㈱エルディは施設の清掃、設備の保守管理を中心とした総合ビルメンテナンスを行っております。

③ 不動産賃貸事業（会社総数１社）

㈱エルディは不動産賃貸業務を行っております。

④ 損害保険・生命保険代理店業（会社総数２社）

㈱エルディ及びユニバース興産㈱は店舗施設等の損害保険に係る業務及び生命保険募集業務を行っておりま

す。

⑤ 卸売業（会社総数２社）

㈱北海道シジシー及び㈱東北シジシーは共同集中仕入機構（㈱シジシージャパン）の取扱商品の食品卸売業を

行っております。

⑥ 産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬事業（会社総数１社）

㈱エルディは産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬業務を行っております。

⑦ 建設事業（会社総数１社）

㈱エルディは建築物の内装及び外装の設計並びに施工を行っております。
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事業系統図

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの事業は現在日本国内に限定されており、海外での事業展開がないこと、及び、同業他社のＩＦＲＳ

（国際財務報告基準）採用動向を踏まえ、当面は日本基準を採用することとしております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 66,305 72,662

売掛金 4,768 6,232

棚卸資産 15,821 17,183

その他 9,101 9,715

貸倒引当金 △48 △64

流動資産合計 95,949 105,729

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 142,029 146,353

減価償却累計額及び減損損失累計額 △97,773 △101,231

建物及び構築物（純額） 44,256 45,121

土地 71,832 72,301

リース資産 11,879 10,866

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,610 △7,331

リース資産（純額） 4,268 3,535

建設仮勘定 180 239

その他 28,821 31,405

減価償却累計額及び減損損失累計額 △23,811 △25,445

その他（純額） 5,009 5,959

有形固定資産合計 125,547 127,158

無形固定資産

のれん 233 140

ソフトウエア 9,535 7,955

ソフトウエア仮勘定 43 17

その他 333 335

無形固定資産合計 10,146 8,448

投資その他の資産

投資有価証券 10,048 9,720

長期貸付金 57 47

退職給付に係る資産 32 182

敷金及び保証金 11,210 11,006

繰延税金資産 4,363 3,270

その他 680 603

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 26,380 24,819

固定資産合計 162,075 160,426

資産合計 258,025 266,155

４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 30,975 29,922

短期借入金 8,699 7,890

リース債務 1,211 1,149

未払金 6,950 5,815

未払費用 3,040 5,200

未払法人税等 2,548 3,232

未払消費税等 878 1,048

賞与引当金 2,640 2,745

ポイント引当金 3,978 530

契約負債 － 3,612

その他 1,739 1,751

流動負債合計 62,664 62,899

固定負債

長期借入金 11,649 14,917

リース債務 4,282 3,576

退職給付に係る負債 5,295 1,975

繰延税金負債 278 372

役員退職慰労引当金 1,165 1,020

長期預り保証金 4,245 4,033

資産除去債務 4,172 5,505

その他 275 168

固定負債合計 31,365 31,569

負債合計 94,029 94,469

純資産の部

株主資本

資本金 21,205 21,205

資本剰余金 24,996 24,996

利益剰余金 122,622 129,491

自己株式 △3,094 △3,775

株主資本合計 165,730 171,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 373 106

退職給付に係る調整累計額 △2,192 △337

その他の包括利益累計額合計 △1,819 △230

非支配株主持分 84 －

純資産合計 163,995 171,686

負債純資産合計 258,025 266,155
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日

　至　2023年２月28日)

売上高 577,568 566,209
売上原価 429,198 424,408

売上総利益 148,370 141,800

販売費及び一般管理費

宣伝装飾費 3,761 4,457
店舗賃借料 7,464 7,292
役員報酬 757 724
給料及び手当 55,253 55,554
賞与引当金繰入額 2,563 2,735
役員退職慰労引当金繰入額 63 65
ポイント引当金繰入額 7,372 1,078
退職給付費用 1,194 1,240
水道光熱費 9,403 11,607
租税公課 2,902 2,951
減価償却費 8,745 8,709
のれん償却額 116 93
その他 33,207 30,454

販売費及び一般管理費合計 132,807 126,965

営業利益 15,562 14,835

営業外収益

受取利息 48 44
受取配当金 200 204
持分法による投資利益 69 46
業務受託料 600 763
ポイント収入額 372 －
補助金収入 19 35
その他 659 749

営業外収益合計 1,970 1,843

営業外費用

支払利息 161 145
貸倒引当金繰入額 17 15
その他 47 73

営業外費用合計 227 234

経常利益 17,306 16,444

特別利益

固定資産売却益 55 14
補助金収入 － 55
保険解約返戻金 141 －
負ののれん発生益 － 84
賃貸借契約違約金収入 28 2
その他 4 22

特別利益合計 230 179

特別損失

固定資産除売却損 56 34
保険解約損 133 －
減損損失 489 1,043
投資有価証券評価損 96 －
その他 14 51

特別損失合計 790 1,129

税金等調整前当期純利益 16,746 15,495

法人税、住民税及び事業税 5,141 5,216
法人税等調整額 1,294 334

法人税等合計 6,435 5,550

当期純利益 10,310 9,944
非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

5 △3

親会社株主に帰属する当期純利益 10,304 9,947

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日

　至　2023年２月28日)

当期純利益 10,310 9,944

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △155 △267

退職給付に係る調整額 △98 1,855

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 △253 1,588

包括利益 10,056 11,532

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 10,051 11,535

非支配株主に係る包括利益 5 △3

連結包括利益計算書
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 21,205 24,996 115,537 △2,752 158,987

会計方針の変更による累積
的影響額

会計方針の変更を反映した当
期首残高

21,205 24,996 115,537 △2,752 158,987

当期変動額

剰余金の配当 △3,219 △3,219

親会社株主に帰属する当期
純利益

10,304 10,304

自己株式の取得 △342 △342

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 7,085 △342 6,743

当期末残高 21,205 24,996 122,622 △3,094 165,730

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 528 △2,094 △1,565 82 157,504

会計方針の変更による累積
的影響額

会計方針の変更を反映した当
期首残高

528 △2,094 △1,565 82 157,504

当期変動額

剰余金の配当 △3,219

親会社株主に帰属する当期
純利益

10,304

自己株式の取得 △342

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△155 △98 △253 1 △252

当期変動額合計 △155 △98 △253 1 6,491

当期末残高 373 △2,192 △1,819 84 163,995

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自  2021年３月１日  至  2022年２月28日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 21,205 24,996 122,622 △3,094 165,730

会計方針の変更による累積
的影響額

178 178

会計方針の変更を反映した当
期首残高

21,205 24,996 122,801 △3,094 165,908

当期変動額

剰余金の配当 △3,257 △3,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

9,947 9,947

自己株式の取得 △681 △681

自己株式の処分 △0 0 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △0 6,690 △681 6,008

当期末残高 21,205 24,996 129,491 △3,775 171,917

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 373 △2,192 △1,819 84 163,995

会計方針の変更による累積
的影響額

178

会計方針の変更を反映した当
期首残高

373 △2,192 △1,819 84 164,173

当期変動額

剰余金の配当 △3,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

9,947

自己株式の取得 △681

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△267 1,855 1,588 △84 1,503

当期変動額合計 △267 1,855 1,588 △84 7,512

当期末残高 106 △337 △230 － 171,686

当連結会計年度（自  2022年３月１日  至  2023年２月28日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日

　至　2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 16,746 15,495

減価償却費 8,752 8,729

減損損失 489 1,043

のれん償却額 116 93

負ののれん発生益 － △84

受取利息及び受取配当金 △248 △248

支払利息 161 145

固定資産除売却損益（△は益） 0 20

投資有価証券売却損益（△は益） － △2

投資有価証券評価損益（△は益） 96 －

持分法による投資損益（△は益） △69 △46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 33 △144

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △627 △1,613

賞与引当金の増減額（△は減少） △263 105

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16 15

ポイント引当金の増減額（△は減少） 79 △3,448

契約負債の増減額（△は減少） － 3,612

売上債権の増減額（△は増加） △552 △1,463

棚卸資産の増減額（△は増加） △334 △1,360

その他の流動資産の増減額（△は増加） △260 △665

仕入債務の増減額（△は減少） 454 △1,052

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,952 777

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,403 169

差入保証金の増減額（△は増加） 37 △7

その他 301 472

小計 21,573 20,540

利息及び配当金の受取額 234 241

利息の支払額 △154 △139

法人税等の支払額 △7,437 △3,652

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,215 16,989

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日

　至　2023年２月28日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △96 △46

定期預金の払戻による収入 234 108

有形固定資産の取得による支出 △5,092 △6,934

有形固定資産の売却による収入 220 22

無形固定資産の取得による支出 △759 △818

投資有価証券の売却による収入 113 120

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

貸付けによる支出 △4 △1

貸付金の回収による収入 12 11

差入保証金の差入による支出 △129 △240

差入保証金の回収による収入 183 233

預り保証金の返還による支出 △229 △196

預り保証金の受入による収入 72 53

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
373 －

事業譲受による支出 － △33

保険積立金の解約による収入 795 －

その他 △79 △47

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,385 △7,768

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,400 △200

長期借入れによる収入 4,400 9,450

長期借入金の返済による支出 △5,400 △6,791

自己株式の取得による支出 △342 △682

配当金の支払額 △3,210 △3,259

非支配株主への配当金の支払額 △3 －

非支配株主への払戻による支出 － △81

その他 △1,464 △1,237

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,422 △2,801

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,407 6,418

現金及び現金同等物の期首残高 63,767 66,175

現金及び現金同等物の期末残高 66,175 72,594
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準

等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

　１．代理人取引に係る収益認識

　顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、従

来、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対

する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

　この結果、当該取引に該当するものについて、従来、「売上原価」として計上していたものを、「売

上高」より控除しております。

　２．自社ポイント制度に係る収益認識

　当社グループでは、アークスＲＡＲＡカードによるカスタマー・ロイヤルティ・プログラムを提供し

ており、会員の購入金額に応じてポイントを付与し、500ポイントごとに500円分のお買物券を発行して

おります。従来は、付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイント

引当金として負債に計上し、ポイント引当額並びに使用されたポイントを費用として計上しておりまし

たが、売上に対して付与したポイントについて将来の失効見込みを加味して独立販売価格に配分したう

えで履行義務を認識する方法に変更しております。

　この結果、当該取引に該当するものについて、従来、「流動負債（ポイント引当金）」として計上し

ていたものを、失効見込み額を控除したうえで「流動負債（契約負債）」として計上するとともに、

「販売費及び一般管理費（ポイント引当金繰入額）」として計上していたものを、「売上高」より控除

しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年

度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会

計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべ

ての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当連結会計年度の売上高は20,942百万円減少、売上原価は10,410百

万円減少、販売費及び一般管理費は10,891百万円減少、営業利益は358百万円増加、経常利益及び税金等調整前

当期純利益はそれぞれ42百万円減少しております。

　当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書は、税金等調整前当期純利益は42百万円減少しておりま

す。

　当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利益

剰余金の当期首残高は178百万円増加しております。

　なお、本会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において「流動負債（ポイント引当

金）」及び「流動負債（その他（前受金））」の一部並びに「流動負債（その他（商品券））」と表示してい

たものは、当連結会計年度より「流動負債（契約負債）」として表示しております。ただし、「収益認識に関

する会計基準」第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により

組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（会計上の見積りの変更）

（資産除去債務の見積りの変更）

　店舗等の土地及び建物の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、

店舗の退去時に必要とされる原状回復費用の新たな情報の入手に伴い、撤去費用及び原状回復費用並びに使用

見込期間に関して見積りの変更を行いました。

　その結果、資産除去債務残高が1,283百万円増加しております。

　また、この変更に伴い計上した有形固定資産に対する減価償却費及び減損損失を計上したため、営業利益、

経常利益がそれぞれ150百万円増加し、税金等調整前当期純利益が97百万円増加しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】
当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】
前連結会計年度（自  2021年３月１日  至  2022年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

  単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の営業売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。

当連結会計年度（自  2022年３月１日  至  2023年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

  単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の営業売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
前連結会計年度（自  2021年３月１日  至  2022年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2022年３月１日  至  2023年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2021年３月１日  至  2022年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2022年３月１日  至  2023年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
前連結会計年度（自  2021年３月１日  至  2022年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2022年３月１日  至  2023年２月28日）

当社グループは、小売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

前連結会計年度
（自  2021年３月１日

至  2022年２月28日）

当連結会計年度
（自  2022年３月１日

至  2023年２月28日）

１株当たり純資産額 2,910円41銭

１株当たり当期純利益金額 182円47銭

　

１株当たり純資産額 3,066円86銭

１株当たり当期純利益金額 177円47銭

　

前連結会計年度
(自  2021年３月１日
至  2022年２月28日)

当連結会計年度
(自  2022年３月１日
至  2023年２月28日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
10,304 9,947

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
10,304 9,947

期中平均株式数（株） 56,472,836 56,052,540

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2023年４月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について以下の通り決議いたしました。

1.自己株式の取得を行う理由

株主還元の充実及び資本効率の向上を図るとともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を可能と

するため。

2.自己株式の取得に係る事項の内容

⑴  取得対象株式の種類

当社普通株式

⑵  取得し得る株式の総数

2,000,000株（上限）（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合：3.57％）

⑶  株式の取得価額の総額

50億円（上限）

⑷  取得期間

2023年４月14日から2023年12月29日まで

⑸  取得方法

東京証券取引所における市場買付け

- 20 -

㈱アークス（９９４８）2023年２月期 決算短信



事業の名称

前連結会計年度
（自  2021年３月１日

    至  2022年２月28日）

当連結会計年度
（自  2022年３月１日

    至  2023年２月28日）
前期比

（％）
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

小売関連
事業

食 品 366,539 84.4 368,114 86.6 －

衣 料 品 1,299 0.3 1,329 0.3 －

住 居 関 連 16,550 3.8 16,400 3.9 －

酒 類 等 37,086 8.5 36,670 8.6 －

テ ナ ン ト 11,803 2.7 2,133 0.5 －

そ の 他 753 0.2 593 0.1 －

合    計 434,032 100.0 425,241 100.0 －

事業の名称

前連結会計年度
（自  2021年３月１日

    至  2022年２月28日）

当連結会計年度
（自  2022年３月１日

    至  2023年２月28日）
前期比

（％）
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

小売関連
事業

食 品 489,885 84.8 488,070 86.2 －

衣 料 品 1,797 0.3 1,831 0.3 －

住 居 関 連 22,050 3.8 21,535 3.8 －

酒 類 等 43,118 7.5 42,150 7.4 －

テ ナ ン ト 13,842 2.4 5,054 0.9 －

不動産賃貸収入等 5,679 1.0 6,554 1.2 －

そ の 他 1,194 0.2 1,012 0.2 －

合    計 577,568 100.0 566,209 100.0 －

５．その他

(1) 役員の異動（2023年５月23日付）

①就任予定取締役

　執行役員　　　　　　　六 車　　  亮 （新役職名：取締役執行役員）

②退任予定取締役

　取締役　　　　　　　　三 浦　　紘 一（退任）

(2) 仕入及び販売の状況

① 仕入実績

（注）当連結会計年度の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日　企業会計基

準委員会）等を適用しております。この結果、前連結会計年度と収益の会計処理が異なることから、前期比は記

載しておりません。

② 販売実績

（注）当連結会計年度の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日　企業会計基

準委員会）等を適用しております。この結果、前連結会計年度と収益の会計処理が異なることから、前期比は記

載しておりません。
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